
施政方針・予算・主要事業

　

令
和
２
年
度
は
、
第
２
次
総
合

計
画
に
込
め
た
安
全
安
心
の
推
進

や
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
る
住
環

境
の
実
現
に
よ
る
移
住
定
住
の
促

進
な
ど
が
、
具
体
的
な
形
と
な
っ

て
動
き
出
し
ま
す
。
相
良
牧
之
原

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
の
高
台

開
発
、
ス
ズ
キ
相
良
工
場
の
拡
張
、

防
災
拠
点
・
図
書
交
流
拠
点
の
整

備
な
ど
、
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

造
」
へ
の
転
換

　

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
、
相
良
・
榛
原
地
区
の
中
心

市
街
地
を
裾
野
と
し
、
東
名
相
良

牧
之
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
富

士
山
静
岡
空
港
を
山
頂
と
す
る

「
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
」

へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

高
台
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

本年度のまちづくりの方針や予算、主要事業についてお知らせします。
問い合わせ　施政方針＝秘書政策課 小林 ㉓0052 ／ 予算・主要事業＝財政課 森田 ㉓0054

施政方針・予算・主要事業
之
原
地
区
に
新
設
し
ま
す
。

　

榛
原
総
合
病
院
は
、
３
月
末
に

指
定
管
理
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
が
、
次
の
10
年
間
も
沖
縄
徳
洲

会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
地
域
に

必
要
な
医
療
の
提
供
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

病
床
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
た

教
育
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

市
に
お
い
て
も
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
受
け
、
高
速
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
小
中
学
校
へ

の
端
末
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

産
業
経
済

　

厳
し
い
茶
業
情
勢
の
中
で
、
新

た
な
経
営
形
態
へ
の
転
換
や
取
引

先
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
を
活
用
し
、
茶
業
関
係
者
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
静
波
原
に
お

い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

事
業
と
し
て
、
全
国
初
の
茶
園
基

盤
整
備
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

献
上
茶
謹
製
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
内
４
カ
所
の
指
定
茶
園
に
お
い

て
Ｊ
Ａ
に
よ
る
栽
培
指
導
が
行
わ

れ
て
お
り
、
記
念
式
典
に
向
け
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
、
産
地

や
業
種
を
超
え
た
連
携
が
重
要
で

す
。
食
と
体
験
を
新
た
な
販
路
拡

大
に
活
用
す
る
な
ど
、
農
業
振
興

を
図
り
ま
す
。

　

ス
ズ
キ
相
良
工
場
の
拡
張
計
画

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
の
開

発
可
能
性
基
本
調
査
に
続
き
、
基

本
設
計
を
作
成
す
る
た
め
の
詳
細

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
秋
に
は
、
ア
ジ
ア
初
の
本

格
的
な
ウ
エ
ー
ブ
プ
ー
ル
が
開
業

す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
地
域

の
核
と
し
て
ウ
エ
ー
ブ
プ
ー
ル
を

位
置
づ
け
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所

と
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
地
域
団
体
と
と
も
に
、
来

訪
者
の
増
加
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
つ
な
が
る
よ
う
、
沿
岸
部
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
基
盤
と
防
災

　

静
波
１
号
幹
線
に
つ
い
て
は
、

用
地
買
収
が
完
了
し
、
現
在
県
に

よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
防
災
上
の
緊
急

避
難
路
・
物
資
輸
送
ル
ー
ト
の
機

能
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
初
と

な
る
道
路
の
無
電
柱
化
を
県
と
と

も
に
進
め
ま
す
。

　

道
路
ス
ト
ッ
ク
補
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
特
に
主
要
幹
線
で
あ
る

広
域
農
道
の
市
道
女
神
４
号
線
な

ど
の
舗
装
修
繕
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

　

細
江
地
区
の
浸
水
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
準

用
河
川
沢
垂
川
改
修
工
事
に
着
手

し
、
約
２
０
０
ｍ
の
改
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
鬼
女

新
田
地
域
通
学
タ
ク
シ
ー
の
運
行

範
囲
を
拡
大
し
、
市
営
バ
ス
「
鬼

女
菅
山
線
」
と
し
て
運
行
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　

地
頭
方
地
区
に
建
設
を
進
め
て

施政方針の全文は、
榛原・相良庁舎の情
報公開コーナーや市
のＨＰで確認してく
ださい。

止
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
全
施
設
に
つ
い

て
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
中

長
期
に
わ
た
る
公
共
施
設
の
効
率

的
な
活
用
と
、
適
正
な
維
持
更
新

を
進
め
ま
す
。

　

学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
必
要
な
環
境

を
検
討
し
ま
す
。

　

市
全
体
の
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
将
来

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育
施
設
を
整

備
す
る
た
め
「
保
育
園
等
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
保
育
園
な
ど
の
民
営
化
に

向
け
、
よ
り
良
い
教
育
・
保
育
環

境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

健
康
福
祉
と
教
育
文
化

　

２
月
に
策
定
し
た
「
第
２
期
牧

之
原
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
、
子
育
て
期
間
の
不
安
感

や
孤
独
感
を
和
ら
げ
、
保
護
者
や

家
族
を
切
れ
目
な
く
支
援
し
て
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
高
齢
者

世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
制
強
化
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
３
カ
所
目
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
牧

令
和
３
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
適
正
配
置

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
施
設
の
有
効

活
用
を
基
本
に
、
整
理
統
合
や
廃

こ
の
「
富
士
山
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
造
」
を
具
現
化
す
る
取
り
組

み
で
あ
り
、
既
成
市
街
地
と
内
陸

部
を
つ
な
げ
、
ま
ち
全
体
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
施
策
で
す
。

令
和
２
年
度
は
、
公
共
施
設
に
関

す
る
調
査
、
測
量
、
設
計
な
ど
へ

補
助
金
を
交
付
し
、
令
和
３
年
３

月
の
事
業
認
可
取
得
と
土
地
区
画

整
理
組
合
の
設
立
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

公
民
複
合
施
設
「
ミ
ル
キ
ー

ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア
」
の
整
備

　

未
来
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

拠
点
と
な
る
公
民
複
合
施
設
「
ミ

ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア
」
の
整

備
な
ど
に
注
力
し
ま
す
。
民
間
部

分
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に
先
行

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
、
公

共
部
分
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
生
活
を

支
え
る
知
や
文
化
の
拠
点
と
し
て
、

い
る
放
射
線
防
護
施
設
は
、
原
子

力
災
害
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

際
に
、
迅
速
な
長
距
離
避
難
が
困

難
な
要
配
慮
者
と
そ
の
介
助
者
約

２
６
０
人
が
一
時
的
に
退
避
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。
ま
た
、
相
良

地
区
に
お
い
て
も
約
５
０
０
人
の

要
配
慮
者
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
ー

ら
」
南
側
に
総
合
的
な
防
災
拠
点

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

同
報
無
線
に
つ
い
て
は
、
信
号

を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
音
声

が
明
瞭
に
な
り
ま
し
た
が
、
災
害

時
に
必
要
な
情
報
が
よ
り
正
確
に

伝
わ
る
よ
う
、
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
、

戸
別
受
信
機
な
ど
を
活
用
し
、
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

防
潮
堤
に
つ
い
て
は
、
地
頭
方
、

片
浜
、
静
波
地
区
の
区
間
で
工
事

が
進
め
ら
れ
、
令
和
２
年
度
は
さ

ら
に
広
い
区
間
で
整
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
市
が
管
理
し
て
い
る
地

頭
方
漁
港
海
岸
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
で
１
１
３
ｍ
が
完
成
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
政
経
営

　

住
民
自
治
に
よ
る
主
体
的
で
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
が
地
区
を
支
援
す
る

職
員
を
配
置
す
る
「
地
区
の
支
援

制
度
」
を
試
行
し
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、
段

階
的
に
機
能
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
市
民
が
「
ま
ち
」
に
誇

り
を
感
じ
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
公
式

ス
ロ
ー
ガ
ン
や
ロ
ゴ
を
積
極
的
に

活
用
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

を
図
り
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
２
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
完
遂

に
向
け
、
動
き
出
し
た
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

動
き
出
し
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

全
力
で
取
り
組
む

市
議
会
２
月
定
例
会
初
日
（
２
月
25
日
）
に
、
杉
本
市
長
が
本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和２年度
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